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BOOK SHELF
近
年
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
国
で
は
不
安
定

な
政
情
が
続
い
て
い
る
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

で
は
一
九
九
八
年
末
以
来
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
島
の
首
都
ホ
ニ
ア
ラ
で
、
土
地
所
有
権

を
め
ぐ
る
地
元
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
民
と
マ

ラ
イ
タ
島
系
移
住
島
民
と
の
紛
争
が
激
化

し
て
い
た
。
二
○
○
○
年
六
月
に
は
マ
ラ

イ
タ
島
の
武
装
勢
力
が
ク
ー
デ
タ
を
起
し
、

当
時
の
首
相
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
仲
介
で
和
平
協
定
が
調
印
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
も
治
安
が
悪
化
し
、
つ
い
に
二
○

○
三
年
七
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
主
導
の

多
国
籍
部
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。

紛
争
の
詳
細
な
経
緯
と
要
因
の
分
析
、

そ
し
て
紛
争
を
き
っ
か
け
と
す
る
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
他
州
の
自
治
権
強
化
や
分
離
独
立

の
動
き
等
は
、
関
根
久
雄
「
辺
境
の
抵
抗

―
―
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に

お
け
る
民
族
紛
争
が
意
味
す
る
も
の
」

（『
地
域
研
究
論
集
』
第
四
巻
第
一
号
　
二

○
○
二
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ

の
論
文
か
ら
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
紛
争
」
が
、

英
植
民
地
時
代
、
特
に
首
都
機
能
が
ホ
ニ

ア
ラ
に
移
さ
れ
た
一
九
五
○
年
代
以
降
、

近
代
化
過
程
で
生
じ
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

民
の
経
済
的
・
社
会
的
不
平
等
関
係
が
主

要
因
と
な
り
、
労
働
機
会
を
求
め
て
移
住

し
て
き
た
マ
ラ
イ
タ
島
民
と
の
民
族
紛
争

の
形
を
と
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
柏
葉
子
「
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
け
る

民
族
紛
争
解
決
過
程
―
―
調
停
活
動
と
そ

の
意
味
」（『
広
島
平
和
科
学
』
第
二
四
号

二
○
○
二
年
）
は
、
域
内
大
国
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
和
平

調
停
に
果
た
し
た
役
割
と
、
太
平
洋
島
嶼

諸
国
の
紛
争
解
決
の
あ
り
方
に
新
た
な
方

向
性
が
芽
生
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

さ
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
も
、
約

一
○
年
続
い
た
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
紛
争
が
、

一
九
九
八
年
に
一
応
の
和
平
が
達
成
さ
れ

て
い
る
。
紛
争
は
外
資
系
鉱
山
会
社
の
開

発
に
対
し
て
不
満
を
抱
く
地
主
グ
ル
ー
プ

が
、
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
革
命
軍
を
結
成
し

鉱
山
施
設
を
爆
破
し
た
事
件
に
始
ま
り
、

分
離
独
立
運
動
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
っ
た
。
分
離
独
立
運
動
は
か
つ
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
独
立
時
に
も
起
こ
っ

た
。
今
も
な
お
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
見
解

の
相
違
が
存
在
し
、
不
安
要
因
を
抱
え
る
。

塩
田
光
喜
「
大
地
の
破
壊
、
民
族
の
創

成
―
―
一
九
八
八
〜
九
○
年
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ

ィ
ル
島
分
離
独
立
運
動
の
経
過
と
本
質
」

（『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
三
二
巻
第
一
二
号
一

九
九
一
年
一
二
月
）
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ

ル
紛
争
の
根
源
を
、
植
民
地
統
治
が
始
ま

っ
た
一
九
世
紀
末
ま
で
Z
っ
て
検
証
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
北
ソ
ロ
モ
ン
州
を
構
成

し
て
い
る
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
と
ブ
カ
島

二
島
の
分
離
独
立
運
動
を
、
そ
の
細
分
化

さ
れ
て
い
る
部
族
的
社
会
が
、
外
敵
に
対

峙
す
る
こ
と
で
よ
り
大
き
な
民
族
へ
と
統

合
し
て
ゆ
く
「
統
合
運
動
と
し
て
の
分
離

運
動
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

江
戸
淳
子
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

み
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
―
―
ブ

ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
紛
争
か
ら
の
一
考
察
」

（『
国
際
政
治
』
第
一
一
一
号
　
一
九
九
六

年
二
月
）
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
紛
争
を

め
ぐ
る
「
階
級
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
か
ら

の
論
争
（
前
記
塩
田
論
文
も
含
む
）
を
整

理
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
と
い

う
視
点
か
ら
紛
争
を
考
察
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
過
去
最
悪
の
選
挙
」
と
評
さ

れ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
内
を
混
乱

状
態
に
し
た
二
○
○
二
年
総
選
挙
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
投
・
開
票
を
め

ぐ
っ
て
不
正
や
暴
力
行
為
が
大
規
模
に
行

わ
れ
た
選
挙
経
過
と
結
果
の
概
要
を
紹

介
・
分
析
し
た
も
の
に
玉
井
昇
「
二
○
○

二
年
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
議
会
選
挙
の

分
析
―
―
非
民
主
的
選
挙
の
原
因
と
結
果

に
対
す
る
考
察
を
中
心
に
」（『
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ウ
ェ
イ
』
第
一
二
一
号
　
二
○
○
二

年
）
が
あ
る
。
塩
田
光
喜
「
崩
壊
の
予
兆

―
―
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
議
会
制
民
主

主
義
の
人
類
学
的
分
析
」（『
ア
ジ
ア
経
済
』

第
四
四
巻
第
五
・
六
号
　
二
○
○
三
年
六

月
）
は
、
不
正
と
暴
力
に
ま
み
れ
た
選
挙

の
背
景
と
な
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
独

自
の
政
治
構
造
を
人
類
学
的
観
点
で
分
析

し
て
い
る
。

ま
た
フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
二
○
○
○
年
五

月
に
起
き
た
ク
ー
デ
タ
が
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
。
一
九
八
七
年
に
も
二
回
の
ク
ー
デ

タ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
先
住
フ
ィ
ジ
ー
系

住
民
と
、
英
植
民
地
時
代
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

農
園
労
働
者
と
し
て
イ
ン
ド
か
ら
連
れ
て

こ
ら
れ
た
移
民
の
子
孫
で
あ
る
イ
ン
ド
系

住
民
と
の
対
立
か
ら
起
き
た
。
一
九
九
○

年
に
は
フ
ィ
ジ
ー
系
住
民
優
位
の
憲
法
に

改
正
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
民
族
差
別

で
あ
る
と
の
非
難
と
、
経
済
的
中
核
と
な

っ
て
い
た
イ
ン
ド
系
住
民
の
国
外
流
出
や

外
国
資
本
の
流
出
な
ど
の
経
済
的
危
機
か

ら
、
一
九
九
七
年
に
再
び
「
民
族
和
解
」

を
目
指
し
た
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
新
憲
法
の
下
で
行
わ
れ
た
一
九
九

九
年
総
選
挙
で
イ
ン
ド
系
首
相
が
誕
生
し
、

二
○
○
○
年
の
フ
ィ
ジ
ー
系
武
装
勢
力
に

よ
る
ク
ー
デ
タ
が
再
び
引
き
起
こ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
民
族
対
立
の
激
化
と
政
治
的

混
乱
を
も
た
ら
し
た
一
九
九
七
年
憲
法
、

特
に
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
東
裕
「
フ
ィ

ジ
ー
ク
ー
デ
タ
（
二
○
○
○
年
）
の
憲
法

政
治
学
的
考
察
」（『
苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀

要
』
第
五
号
　
二
○
○
一
年
三
月
）
が
、

ま
た
、
二
○
○
○
年
の
ク
ー
デ
タ
後
、
初

め
て
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
関
し
て
は
、
小

川
和
美
「
二
○
○
一
年
フ
ィ
ジ
ー
総
選
挙

の
分
析
―
―
民
意
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
」（『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
エ
イ
』
第
一
一

九
号
　
二
○
○
一
年
）
が
参
考
に
な
る
。

以
上
メ
ラ
ネ
シ
ア
諸
国
の
う
ち
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ

ジ
ー
の
紛
争
に
関
す
る
主
な
邦
文
資
料
を

と
り
あ
げ
た
。
い
ず
れ
の
紛
争
も
主
要
因

が
植
民
地
統
治
に
起
因
し
、
民
族
的
対
立

と
い
う
形
で
現
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
た
て
や
ま
　
あ
い
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

立
山
愛
子

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
紛
争

と
混
乱
を
読
む

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー


